
平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
四
十
四
条
第
二
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

理
事
会
に
関
す
る
規
定

第
四
十
四
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
六
章
第
三
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
節

機
関

第
六
章
第
三
節
中
第
四
十
六
条
の
二
の
前
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
一
款

機
関
の
設
置

第
四
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
社
員
総
会
、
理
事
、理
事
会
及
び
監
事
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
評
議
員
、
評
議
員
会
、
理
事
、
理
事
会
及
び
監
事
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
二
款

社
員
総
会

第
四
十
六
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
三

社
員
総
会
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
及
び
定
款
で
定
め
た
事
項
に
つ
い
て
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
社
員
総
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
、
理
事
会
そ
の
他
の
社
員

総
会
以
外
の
機
関
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
定
款
の
定
め
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
五
条
及
び
款
名
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
三
の
二

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
社
員
名
簿
を
備
え
置
き
、
社
員
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
必
要
な

変
更
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
長
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、
定
時
社
員
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

理
事
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
臨
時
社
員
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

理
事
長
は
、
総
社
員
の
五
分
の
一
以
上
の
社
員
か
ら
社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
を
示
し
て
臨
時
社
員
総
会

の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
請
求
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
社
員
の
五
分
の
一
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

社
員
総
会
の
招
集
の
通
知
は
、
そ
の
社
員
総
会
の
日
よ
り
少
な
く
と
も
五
日
前
に
、
そ
の
社
員
総
会
の
目
的
で

あ
る
事
項
を
示
し
、
定
款
で
定
め
た
方
法
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

社
員
総
会
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
三

社
員
は
、
各
一
個
の
議
決
権
を
有
す
る
。

２

社
員
総
会
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
総
社
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
議

事
を
開
き
、
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

社
員
総
会
の
議
事
は
、
こ
の
法
律
又
は
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
出
席
者
の
議
決
権
の
過
半

数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
社
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

社
員
総
会
に
出
席
し
な
い
社
員
は
、
書
面
で
、
又
は
代
理
人
に
よ
つ
て
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、

定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

社
員
総
会
の
決
議
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
社
員
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
四

理
事
及
び
監
事
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
、
社
員
か
ら
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
が
社

員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
関
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
五

社
員
総
会
の
議
長
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

２

社
員
総
会
の
議
長
は
、
当
該
社
員
総
会
の
秩
序
を
維
持
し
、
議
事
を
整
理
す
る
。

３

社
員
総
会
の
議
長
は
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
者
そ
の
他
当
該
社
員
総
会
の
秩
序
を
乱
す
者
を
退
場
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
三
の
六

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）

第
五
十
七
条
の
規
定
は
、
医
療
法
人
の
社
員
総
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
、

第
三
項
及
び
第
四
項
第
二
号
中
「
法
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
、「
厚
生
労
働
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
款

評
議
員
及
び
評
議
員
会

第
四
十
六
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
四

評
議
員
と
な
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

医
療
従
事
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

二

病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
経
営
に
関
し
て
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

三

医
療
を
受
け
る
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
医
療
法
人
の
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

法
人

二

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

三

こ
の
法
律
、
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
そ
の
他
医
事
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
よ
り
罰

金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

四

前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

３

評
議
員
は
、
当
該
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

４

財
団
た
る
医
療
法
人
と
評
議
員
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

第
四
十
六
条
の
四
の
次
に
次
の
六
条
、
四
款
及
び
款
名
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
四
の
二

評
議
員
会
は
、
理
事
の
定
数
を
超
え
る
数
の
評
議
員
（
第
四
十
六
条
の
五
第
一
項
た
だ
し

書
の
認
可
を
受
け
た
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
三
人
以
上
の
評
議
員
）
を
も
つ
て
、
組
織
す
る
。

２

評
議
員
会
は
、
第
四
十
六
条
の
四
の
五
第
一
項
の
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
及
び
寄

附
行
為
で
定
め
た
事
項
に
限
り
、
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
評
議
員
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
、
理
事
会
そ
の
他
の
評
議

員
会
以
外
の
機
関
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
寄
附
行
為
の
定
め
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な

い
。
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